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よって吸様性は 4 種叡物中玉勾黍が最 ~/J・、
































17年lJ:1 100 100 1∞ 1∞ 
" 5見 9.'i 1∞ 99 1∞ 
" 官兎 94 95 97・ 95 
1&牟 6月 82 82 78 。
19年1月 ‘3 1 。 。




17年 1月 1∞ 100 100 1αy 
" 5月 91;. 1∞ 1閃 1∞ 
" 9 J . 99 100 100 1∞ 
1E年6J! H 96 85 90 
19年1月 96 93 ~， 64 














章受も多〈容積重を減じたの 第3表 以貯蔵に於ける 4種鍛物のグ"Ji.ンBI量
は玉萄黍にしでv次で稼夢. の型化{然水物11l0g中のT敏〉
比較的に減少の少いのは小 倫の別|玉萄黍|繰 奈川 夢(玄 米
穿及び玄米であっす=。この 障壁旦ミL-一一!一一一一l J 
様に最も吸漁牲の低い玉萄 い7年5J:I I 323.8 (1的 I242.6 (1明 !舗 3く100川総7.2(主的
黍が甚だしく容積重冶減じ I " !l周 I312.0 (96) I 2311.0 (町I2'/8・1 (9S川お1・1 (9め
たのは害虫による被害の大 119~9 J:I I 2o7・0 く7め 1 2o7・4(10.，) 1 2i3.5 く9ヨ〉十銭4・7 (88) 
なるに起因する。
(112) 
笹 ( )内は昭和1i'l年5-"のグ..T i V BI JtJ!' 1∞とした指叡であ晶.
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第4表 臥貯蔵穀物のカタラーゼ活力の費化 . に於て玉萄黍及び玄米より
民 OJ分解歩合・く%) 可tE言い得る。而しτ結合
時~I 玉萄袋|繍 米
11.5月 “・6(1∞〉 22.9 (1∞〉
" 9 Jj 38.6 (87) ， 18'.0. (79) 
山〈即':I山世間





19 年9月 8.0 (18) 8.0 (3o) 16.8 (27) ， U! (4) 力、司Y.ofタ 1νBl及びカタ
















舛 観 4 2 3 1 
虫 望量 4. 1 2 3 
fi " 世E 1 3 2 生-官ー 積 軍 4. 3 1 1 
u 芽 力 1 2 2 4 
グイ"tシBl 4 1 2 3 
カp.， セー縫」力 3 1 2 生
鯨合・的順位 4 4. 1 3 2 
τ4種穀物中最も貯蔵カがある。
以上は夙iこ貯蔵し1:揚合に就ての概括的考察
であるが、態に貯蔵した揚合は多少趣-a:'異にし
何れも虫害少〈、縫って外駐的及び量的損失な
れ貯蔵力や判断する軒匙が質的さなり、 4種
融物中裸穿が録も貯蔵カがあり、きたいで小書、
玉司泰、玄米の順さなるD
要するに裸穿は4種穀物中質並に量的に録も
貯蔵カ犬にして、玄米は質的損失梢大であるが
外車的には損傷少〈練~に次 <'0 小穿は質的規
失小なるも、虫害を薫り易〈、縫って外甑の損
傷大にしτ量的損失を槍し、その貯蔵カは第3
位でゐる。玉萄黍は虫害夏に韮tじ〈量的にも
質的にも貯蔵カ長も劣るも
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